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①太平洋に限られていた，

②予測が完全に達成された訳ではない，

③TOGAの観測システムが予測の観点から完全に

　　考えられていない，

④季節変化から年々変動が考えられていない，

⑤中緯度との関連が理解されていない，

　　とし，

　（3）新たな研究計画（GOALS）を要請する，その目

　　標は，

①季節から年々変動までの時間スケールの全球的な

　　気候システムの変動を理解する（中緯度，モンスー

　　ン，インド洋，大西洋などが入ってくる），

②上記の変動のなかで予測可能な時・空間スケール

　　を明らかにする，

③この変動の予測を可能とする観測的，理論的，計

　　算的手段を確立する，

　④予測を実施可能とする，

ということであった．

　この案に対しては，相変わらずP．MorelがGOALS

の名前には反対していた．名前に関しては，確かに

GOALSはWCRPに対応するような大きな名前なの
で，名前を考え直す点に関しては同意がなされた．

　もう一つの点は，TOGA－TAO　Implementation

Pane1の親団体についてであった．このPane1は，昨

年9月のJAMSTECの会議で発議され，11月のハワ

イで第1回会議が行われ，第2回が本年10月バリで行

われる予定である．目標は，文字どおりTAOの維持

に関することである．このPane1の親団体について

は，CLIVARとGCOSの両方ということで合意がな

された．確かに，TAOというのは，最近のWCRPの

中でも，最も成功したプロジェクトと云えるので，

GCOSとしても取り込んで置きたいと云うのが本音

の様な気がする．

　残る大問題は，旧CCCOの3大洋パネルの扱いで

あった．大西洋パネルは自然消滅しており問題はない

が，残る2つの太平洋・インド洋パネルをどうするか，

という問題である．議論の焦点は，「気候という観点で

CCCOを解散してJSCに統合したのに，何故に，太

平洋・インド洋に固執した委員会が必要か？」という

ことである．この論点は理解できるが，海洋学者が主

張するように，海盆に伴う議論が必要な現実的な問題

も存在することも事実である．どうするか，来年3月

のJSCで決まることになる．

　今回は，P．Morelが現役で存在する最後のSSGに

なった．Websterが挨拶をしたが，確かにMorelの

果たした役割は大きかった，と思われる．科学者の会

議は，ややもすれば，「あれもこれも必要」と資金のこ

とも考えない散漫な自己満足的な計画を立てて終わ

り，ということになりそうであるが，More1一人の反

対の中で議論が白熱し，また，計画自身も締まってき

たことは事実である．日本の会議では，まともな議論

がされることは少ない．なあなあか，泥試合である．

その理由は，事務的・予算的に責任ある人が，積極的

に議論に参加しないからであろう．

　これだけ長くつきあっている、と，いろいろ面白い話

を聞く．Websterが話してくれたが，A．Gi11が死ん

だ後で，次の議長を決める必要が出てきた．そこで，

More1がWebsterを素敵なフランス料理店に連れだ

して「議長になれ」と口説いたという．その時に，More1

が「Gillは真面目すぎて，俺の云うことを深刻に考え

てしまい問題があった．その点，お前は，不真面目で

俺の云うことを深刻にとらないから良い」と云ったの

だそうだ．事実，Gi11が死ぬ前の1986年のデリーの会

議では，対More1全面戦争，という雰囲気であったの

だから，話はもっともらしい．

　とにかく，見た目とは異なり，相当，深刻な根回し，

裏交渉が行われていそうである．只，日本と云うのは

これらの輪の外側にいる，という事なのであろう．もっ

とも，これが悪いのか良いのかは，良く考えてみる必

要があろう．

　　　　　　　（東京大学気候システム研究センター）
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